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▼一般会計

▼条例改正

▼補正予算

決算を認定

　

歳
入
全
体
の
自
主
財
源
の
割

合
は
13
億
５
２
７
１
万
円
で
対

前
年
比
８
・
７
％
の
減
と
な
っ

て
い
る
。

　

年
々
自
主
財
源
が
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
自
主
財

源
や
国
の
経
済
対
策
交
付
金
も

ま
だ
見
込
め
ず
、
積
極
的
な
自

主
財
源
の
回
復
の
た
め
農
業
・

林
業
・
商
業
・
観
光
業
な
ど
所

得
向
上
に
向
け
た
政
策
を
打
ち

出
す
こ
と
や
、
さ
ら
な
る
経
費

の
削
減
が
望
ま
れ
る
。

　

歳
出
で
は
、
お
お
む
ね
前
年

と
同
じ
よ
う
な
支
出
状
況
で
あ

る
。し
か
し
、町
の
人
口
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
縮
小
社
会
に
向
か
う

の
は
必
然
で
あ
る
。
将
来
の
投

資
的
経
費
を
抑
え
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
中
長
期
的
な
財
政
計
画

が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
住

民
参
加
型
の
町
政
を
進
め
、
安

心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
町
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　

監
査
委
員
意
見
書
よ
り

　
　

代
表
監
査　

室
原
智
邦

　
　

議
選
監
査　

松
﨑
俊
一

歳
　
入

歳
　
出

自主財源と依存財源

歳　　出

■ 町税　 5億7786万円
■ 分担金及び負担金　 7668万円
■ 繰越金　 3億5773万円
■ 繰入金　　 1億3232万円
■ 使用料及び手数料 1億  103万円
■ 諸収入他 1億  709万円
■ 地方交付税 26億5554万円
■ 国庫支出金 2億7930万円
■ 町債 3億1358万円
■ 県支出金 4億2308万円
■ 地方譲与税 8100万円
■ 地方消費税交付金他 9662万円

■ 総務費　　　  11億1359万円
■ 民生費　　　  10億5607万円
■ 衛生費　　　　 3億2037万円
■ 農林水産業費　 4億3972万円
■ 商工費　　　　 1億5240万円
■ 土木費　　　　 3億  980万円
■ 消防費　　　　 1億8083万円
■ 教育費　　　　 3億5722万円
■ 災害復旧費　　 1億1016万円
■ 公債費　　　　 5億5632万円
■ 諸支出金　　　 2億9928万円
■ 議会費　　　　　  8106万円

52億0182万円

自主財源（26.0％）：依存財源（74.0％）

49億7682万円

11.1%
1.5%

6.9%

2.5%
1.9%
2.1%

51.1%

5.4%

6.0%

8.1%
1.6%
1.9%

22.4%

21.2%

6.4%8.8%
3.1%

6.2%

3.6%

7.2%

2.2%

11.2%

6.0%
1.6%

町税
分担金及び
負担金

繰越金

繰入金
使用料及び手数料
諸収入他

地方交付税

国庫支出金

町債

県支出金
地方譲与税
地方消費税交付金他

総務費

民生費

衛生費農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金 議会費

52億0182万円
（100％）

49億7682万円
（100％）
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水
道
事
業
会

計
の
、
収
支
で

は
当
年
度
利
益

は
１
３
５
万
円

で
、
前
年
対
比
△

６
６
２
万
円
減

収
。
こ
れ
は
給
水

人
口
減
と
有
収
率

の
低
下
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
給
水

収
益
は
前
年
対
比

４
０
９
万
円
下

回
っ
た
。
収
益
面

に
お
い
て
は
、
水

道
管
布
設
替
え
及

び
漏
水
対
策
を
行

い
有
収
率
を
回
復

さ
せ
、
経
費
の
削

減
に
努
め
る
。
ま

た
、
事
業
の
改
善

を
図
り
、
経
営
効

率
化
に
一
層
努
め

る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
と

し
て
、
水
量
低
下

に
備
え
た
新
し
い

水
源
の
確
保
も
必

要
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
の
歳
出
で

は
、
前
年
対
比
２
５
５
１
万

円
の
増
で
あ
る
。
健
康
増
進

に
よ
る
医
療
費
の
削
減
、
収

入
未
済
額
が
約
４
２
５
９
万

円
あ
り
、
他
よ
り
突
出
し
て

い
る
。
自
主
財
源
で
あ
る
保

険
税
の
確
保
が
必
要
で
あ

る
。

　

介
護
保
険
歳
出
は
、
前
年

と
比
較
し
て
７
１
７
３
万
円

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
に
努
め
、
施
設

利
用
に
頼
ら
な
い
健
康
の
町

づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

坂
本
善
三
美
術
館
で
は
、

入
館
者
数
も
減
少
し
て
い

る
。
入
館
料
も
同
様
で
あ
る
。

今
後
も
入
館
者
増
や
、
美
術

館
と
し
て
魅
力
あ
る
企
画
展

を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
の

歳
出
で
は
、
前
年
対
比

３
７
６
万
円
の
増
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
加
入
率
の
増
加

と
、
修
繕
等
の
経
費
を
削
減

し
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

▼特別会計

▼平成24年度　小国町水道事業会計
▼特別会計

▼平成24年度　小国町水道事業会計

区　分 歳　　入 歳　　出 収　支　額 歳出対前年比

国民健康保険 11 億 5919 万円 11 億 4384 万円 1535 万円 2.3％

老人保健 496 万円 496 万円 0 円

介護保険 9 億 5146 万円 9 億 1410 万円 3736 万円 8.5％

後期高齢者医療 １億 0511 万円 9973 万円 538 万円 4.6％

地方改善施設
住宅新築資金等
貸付金

62 万円 62 万円 0 円 △ 33.9％

坂本善三美術館 1630 万円 1630 万円 0 円 11.3％

簡易水道 797 万円 774 万円 23 万円 △ 0.2％

農業集落
排水事業

1 億 4216 万円 1 億 3963 万円 253 万円 2.4％

特別会計総額 23 億 8777 万円 23 億 2692 万円 6085 万円 1.0％

区　　分 収入決算額 支出決算額 差引額
上水道事業 1 億  116 万円 8124 万円 1992 万円
簡易水道事業 2796 万円 4242 万円 △ 1446 万円

合　　計 1 億 2913 万円 1 億 2366 万円 547 万円

区　　分 23 年度 24 年度 対前年比較
経営収益 1 億 2298 万円 1 億 2303 万円 5 万円
経営費用 1 億 1501 万円 1 億 2168 万円 667 万円
経営利益 797 万円 135 万円 △ 662 万円
当年度純利益 797 万円 135 万円 △ 662 万円
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▼一般会計

▼条例改正

▼補正予算
▼一般会計

▼条例改正

▼補正予算

▼請願・陳情

▼発　議

▼請願・陳情

▼発　議

コミュニティバス検討特別委員会委員長 北里勝義　副委員長 渡邉誠次

○ 請願者：消費税廃止熊本県各界連絡会

○ 請願者：特定非営利活動法人　福祉のまちづくりをすすめる会

○ 陳情者：全国森林環境税創設促進議員連盟

○ 陳情者：熊本県町村議会議長会

賛成少数により否決

賛成少数により否決

全会一致で採択

全会一致で採択

全会一致で採択により委員会設置

◇一般会計補正予算2億1158万2千円を追加

◇小国町災害救助等に協力した民間協力者の災害給付に関する条例の制定

◇みんなで考えみんなで創る小国町まちづくり条例の一部改正

◇職員定数の一部改正

◇介護保険特別会計予算1402万7千円を追加
決算に伴う返還金　　1045万4千円

歩道等整備工事

　小国町内、また町外を結ぶ各路線バスの運行廃止、減便の検討や小国小中高校のスクールバス化、福祉バスの
必要性、乗合タクシーの実証実験等、地域の日常生活の足として、特に子どもたちや高齢者の通学・通院・買い物な
どの交通弱者の交通手段を確保していくために早い段階から小国町の公共交通を考えることが必要と判断し、議
員全員の賛成により特別委員会を設置しました。課題も山積しておりますが、よりよい解決策を検討していきます。

プール解体工事と体育館への歩道等整備工事に1億1000万円

コミュニティバス検討特別委員会設置に関する決議について

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願書

介護保険「要支援の保険はずし」についての請願

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書採択」に関する陳情について

道州制導入に反対する意見書について

■ その他補正予算の主なもの　
財政調整基金積立金　	 7000万円
林業機械導入事業補助金　	 300万円
小国杉使用建築物支援事業補助金　	 462万円

災害時、民間協力者の災害にも給付金を支給

温泉の掘削及び口径200ミリ以上の掘削には『まちづくり専門者会議』を新たに設置

数年後の大量定年退職者に備え、町の行政機能が円滑にすすむよう、計画的な職員採用を行うための職員定
数の改正

上記以外に小国町税条例の一部改正含む６条例の一部を改正する条例を審議し、全会一致で可決しました。
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一般質問

携
が
必
要
で
あ
る
。

【
総
務
課
長
】総
合
計
画
、過
疎
計
画

に
つ
い
て
の
対
策
を
各
課
の
意
思
の
統

一
感
、意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
図
っ

て
い
く
。

【
情
報
課
長
】情
報
課
で
は
総
合
計
画

を
つ
く
り
な
が
ら
３
年
毎
に
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

問
総
務
省
過
疎
対
策
室
の
山
越
室
長

と
の
意
見
交
換
の
中
で
、地
域
の
魅

力
、思
い
出
、文
化
を
つ
く
る
こ
と
は

民
間
で
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、行

政
に
は
中
央
と
の
パ
イ
プ
役
や
情
報

提
供
が
更
に
必
要
で
あ
る
と
意
見
が

あ
っ
た
が
。

【
町
長
】ト
ッ
プ
と
し
て
県
や
各
省
庁

と
直
接
に
情
報
を
収
集
し
、民
間
に

流
し
て
い
く
。ま
た
、ひ
と
つ
を
解
決

す
れ
ば
過
疎
の
問
題
は
解
決
す
る
も

の
で
も
な
い
。様
々
な
意
見
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
。

過
疎
の
見
解
論

駐
車
協
力
金
、景
観
整
備
、ゆ
う
ス
テ
ー

ション
の
管
理
、鍋
ヶ
滝
の
方
向
性

時
松
　
唯
一

渡
邉
　
誠
次

問
公
有
地
駐
車
場
の
職
員
の
協
力
金

は
検
討
中
と
あ
る
が
、住
民
目
線
で

考
え
、地
域
の
外
か
ら
役
場
を
見
て

ほ
し
い
。

【
総
務
課
長
】こ
れ
ま
で
の
議
会
で
も

質
問
が
あ
り
検
討
す
る
と
し
、２
月

に
町
長
出
席
の
も
と
行
っ
た
全
職
員

協
議
で
は
総
意
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

協
力
金
と
な
れ
ば
任
意
の
部
分
で
あ

る
が
、料
金
と
し
て
の
徴
収
は
考
え
て

い
な
い
。

【
町
長
】町
と
し
て
は
駐
車
料
金
、協

力
金
は
求
め
な
い
。

問
町
道
愛
護
費
路
線
が
１
６
５
線
あ

る
が
、集
落
に
よ
り
景
観
整
備
に
差

異
が
あ
る
。町
道
脇
に
は
交
通
安
全

の
妨
げ
や
原
木
に
よ
る
災
害
の
要
因

箇
所
が
多
く
あ
る
が
。

【
町
長
】景
観
整
備
に
は
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
協
力
で
感
謝
し
て
い
る
。ま

た
植
樹
は
組
織
団
体
と
協
議
し
、悪

影
響
が
な
い
よ
う
に
景
観
工
夫
を
す

る
。

【
建
設
課
長
】町
道
岳
の
湯
線
は
、道

路
改
良
後
の
メ
ニ
ュ
ー
で
銀
杏
等
を

問
今
後
の
当
町
の
人
口
推
移
の
統
計

は
。

【
総
務
課
長
】10
年
後
、６
６
８
６
人
、

20
年
後
が
５
５
５
９
人
、30
年
後
が

４
５
０
４
人
で
あ
る
。

問
当
町
の
様
々
な
問
題
、課
題
の
原

因
は「
過
疎
」に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、「
過
疎
対
策
」を
主
軸
に
一
般

質
問
を
行
っ
て
い
く
。過
疎
の
見
解

を
。

【
町
長
】推
計
の
数
字
が
全
て
で
は
な

い
と
思
う
。数
字
だ
け
が
は
し
り
す

ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。様
々
な
施

策
を
講
じ
て
い
く
。

問
過
疎
対
策
に
力
を
い
れ
デ
ー
タ
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
い
。過
疎
対
策
室
、

適
正
人
口
対
策
室
の
設
置
は
。ま
た

現
時
点
で
物
理
的
に
実
際
は
可
能
で

あ
る
の
か
。

【
町
長
】人
口
論
だ
け
で
述
べ
る
べ
き

で
は
な
い
。集
落
は
小
さ
く
て
も
幸
せ

に
光
輝
き
楽
し
く
暮
せ
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。現
在
は
各
行
政
部
署
が

限
ら
れ
た
人
数
で
最
大
限
業
務
を
努

力
し
て
い
る
。新
た
な
室
、部
署
は
新

設
で
き
な
い
状
況
。各
部
署
の
横
の
連

植
樹
し
た
。再
確
認
、管
理
を
行
う
。

問
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
老
朽
化
に

対
す
る
修
繕
費
等
、管
理
体
制
は
。

【
産
業
課
長
】耐
震
、屋
根
の
構
造
等

の
維
持
費
が
考
え
ら
れ
る
。

【
町
長
】ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
に
引
き
続
き
指
定
管
理
を
。築

25
年
の
経
過
に
よ
り
修
繕
を
想
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
鍋
ヶ
滝
の
今
後
の
方
向
性
、組
織

の
確
立
は
来
訪
者
の
内
訳
、目
的
を

調
査
し
、町
全
体
の
観
光
資
源
と
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
情
報
課
長
】直
販
所
は
各
団
体
と
試

行
錯
誤
の
検
討
協
議
中
で
あ
る
。

【
町
長
】地
元
、地
域
全
体
、議
会
と
も

協
議
し
、条
例

を
含
め
審
議

す
る
。ま
た
適

切
な
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
協

議
し
、率
先
し

て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
。
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一般質問

小
中
一
貫
校
の
成
果
は

町
有
施
設
の
使
用
料

北
里
　
邦
治

穴
井  

帝
史

問
小
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
て
４
年
半

が
経
過
し
て
い
る
。こ
の
間
、小
中
一

貫
な
ど
色
々
な
授
業
の
仕
方
や
先
生

方
の
指
導
法
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
と
思
う
。先
日
実
施
さ
れ
た
文
部

科
学
省
の
学
力
テ
ス
ト
で
も
成
果
が

出
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】統
廃
合
に
よ
り
９
年
間

を
先
生
方
が
責
任
を
持
っ
て
教
育
で

き
る
一
貫
教
育
が
可
能
と
な
り
、教

育
課
程
特
例
校
の
指
定
を
受
け
、小

学
３
年
生
か
ら
英
会
話
や
小
国
の
歴

史
・
文
化
を
学
ぶ『
小
国
学
』を
実
施

し
て
い
る
。夏
季
休
業
中
に
は
英
語
教

室
や
高
校
生
に
よ
る
算
数
・
数
学
教

室
も
開
催
し
て
い
る
。情
緒
障
害
者
、

知
的
障
害
者
の
児
童
・
生
徒
支
援
の

充
実
や
学
校
図
書
室
の
事
務
方
の
増

員
も
出
来
て
い
る
。

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
、ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
で
す
べ
て
を
評
価
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
が
、全
国
共
通
問
題

が
出
題
さ
れ
る
の
で
一
つ
の
目
安
に
な

る
。結
果
と
し
て
、国
語
・
算
数
・
数
学

の
正
答
率
は
６
年
生
と
９
年
生
Ａ
・

Ｂ
と
も
に
、全
国
と
県
の
正
答
率
を

問
小
国
ド
ー
ム
・
林
間
広
場
に
は
、特

に
夏
場
の
合
宿
等
で
町
外
の
利
用
者

が
集
中
し
て
い
る
が
、町
外
利
用
者

の
使
用
料
は
、申
し
込
み
者
の
居
住

地
に
よ
り
減
免
措
置
に
な
る
も
の
と

な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、曖
昧
で
あ

る
。今
後
、検
討
の
余
地
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】今
年
に
お

い
て
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
、バ
ト
ミ
ン
ト
ン

と
県
内
外
に
問
わ
ず
十
三
団
体
が
使

用
し
て
い
る
。こ
の
う
ち
六
団
体
が
中

高
大
学
生
の
利
用
で
あ
る
。使
用
料
に

つ
い
て
は
条
例
で
定
め
て
あ
る
通
り
、

町
外
の
場
合
は
倍
額
と
な
っ
て
い
る
。

減
免
、ま
た
は
免
除
と
い
う
項
目
も

あ
る
が
、町
長
が
相
当
と
認
め
る
場

合
の
み
対
応
し
て
い
る
。

問
町
外
の
特
に
学
生
か
ら
倍
額
を

徴
収
す
る
の
は
今
の
時
代
に
適
応
し

て
い
な
い
と
思
う
。条
例
が
制
定
し

た
の
も
昭
和
の
終
わ
り
く
ら
い
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、条
例
改
正
を

し
て
町
内
料
金
で
統
一
し
て
は
ど
う

か
。

【
町
長
】ド
ー
ム
・
林
間
広
場
だ
け
で

上
回
っ
て
い
る
秋
田
県
に
次
ぐ
レ
ベ

ル
に
あ
る
と
思
う
。英
語
検
定
や
漢

字
検
定
に
町
か
ら
の
費
用
の
一
部
負

担
を
受
け
て
い
る
が
、良
い
結
果
を
出

し
て
い
る
。こ
の
結
果
に
お
ご
る
事
無

く
、先
生
方
や
保
護
者
と
の
連
携
を

密
に
し
て
更
な
る
学
力
向
上
に
努
力

す
る
。

な
く
す
べ
て
の
施
設
に
お
い
て
町
内

町
外
の
使
用
料
金
を
、話
題
に
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。郡
内
他

町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
た
上
で
、ま

た
町
内
に
宿
泊
し
た
場
合
、町
の
経

済
効
果
に
協
力
し
て
い
る
団
体
と
し

て
、恩
恵
を
与
え
る
と
い
う
部
分
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

小国中学校

小国中学校体育館
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一般質問

い
き
た
い
と
思
う
。

【
町
長
】せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
議

論
を
深
め
た
い
。

梅
木  

隆
志

問
小
国
町
に
は
、美
し
い
棚
田
が
い

く
つ
も
あ
る
と
思
う
が
、観
光
と
結

び
付
け
て
、保
存
し
て
い
く
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】地
域
か
ら
棚
田
を
残
し
た
い

と
い
う
事
の
起
こ
り
が
大
切
で
あ
る
。

行
政
は
地
域
と
連
携
し
て
、側
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

【
産
業
課
長
】棚
田
を
利
用
し
た
観
光

と
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
た
米
を
、う

ま
く
結
び
付
け
て
い
く
の
が
、小
国
ら

し
い
棚
田
の
利
用
と
思
う
。棚
田
に

伴
う
色
々
な
事
業
も
あ
る
。地
域
と

連
携
し
て
、地
域
の
意
見
を
尊
重
し

た
い
。

問
最
近
、小
国
町
で
も
ホ
タ
ル
が
増

え
て
き
て
お
り
、ホ
タ
ル
祭
り
や
旅

館
等
に
よ
る
ホ
タ
ル
の
観
賞
も
行
わ

れ
て
い
る
。よ
り
い
っ
そ
う
ホ
タ
ル

を
観
光
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、子

ど
も
会
等
に
よ
る
ホ
タ
ル
の
調
査
・

学
習
や
、ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
飼
育
な

ど
を
行
い
、子
供
達
に
小
国
な
ら
で

は
の
体
験
を
さ
せ
る
。そ
し
て
、そ
れ

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
。

問
現
在
、町
内
に
住
ん
で
い
る
教
職

員
の
人
数
は
。

【
教
育
長
】小
学
校
25
名
中
10
名
、中

学
校
20
名
中
５
名
、計
15
名
が
町
内

在
住
。

問
現
在
、教
職
員
住
宅
は
17
戸
で
あ

る
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
等
も
あ

る
と
は
思
う
が
、災
害
時
等
も
考
慮

し
、人
口
の
少
な
い
小
国
町
な
の
で

地
域
に
密
着
し
た
教
職
員
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。教
職
員
住
宅
17

戸
の
内
の
入
居
状
況
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】広
瀬
住
宅

４
戸
の
内
２
戸
、田
迎
住
宅
０
、関
田

住
宅
４
戸
全
部
、帯
田
住
宅
６
戸
の

内
１
戸
、全
部
で
17
戸
の
内
７
戸
入

居
で
あ
る
。

問
空
居
が
10
戸
も
あ
る
が
、使
用
し

な
け
れ
ば
傷
み
も
出
て
く
る
と
思

う
。今
後
町
営
住
宅
等
に
す
る
な
ど

の
考
え
は
あ
る
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】現
況
、入

居
戸
数
が
10
戸
以
上
増
え
る
よ
う
な

状
況
で
は
な
い
。築
年
数
も
30
年
前

後
経
っ
て
い
る
の
で
今
一
度
、建
設
課

と
一
般
住
宅
に
で
き
る
か
検
討
し
て

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】ホ
タ
ル
の

観
察
・
学
習
な
ど
は
、小
国
町
で
は
あ

ま
り
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
分
野
。現

在
は
木
魂
館
の
自
然
学
校
で
自
然
体

験
等
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
を
各
地
域

に
広
め
て
い
き
た
い
の
で
各
子
ど
も

会
の
代
表
者
と
話
を
し
て
い
き
た
い
。

棚
田
の
観
光
利
用
の
た
め
に
も

保
存
政
策
を

教
職
員
住
宅
の
今
後松

本
　
明
雄

棚　田

帯田住宅
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一般質問

地
域
防
災
の
取
り
組
み
と

情
報
発
信

小
国
町
に
も
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を

松
﨑
　
俊
一

児
玉
　
智
博

問
日
本
全
体
が
亜
熱
帯
化
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
中
、非
常
用
の

リ
ュ
ッ
ク
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
必
要
性

は
。ま
た
、今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
災
害
に
対
し
、ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
る
べ
き
か
。地
域
の
住
民

が
確
実
に
準
備
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
。

問
高
い
介
護
保
険
料
を
払
っ
て
い
る

お
年
寄
り
が
、い
ざ
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
時
に
必
要
に
応
じ
た
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
出
来
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
。悠
清
苑
の
待
機

者
は
１
６
０
名
で
内
86
名
が
小
国
町

民
。み
や
ま
荘
も
待
機
者
14
名
中
３

名
が
小
国
町
民
だ
。入
所
に
な
っ
た

ら
年
金
で
賄
え
る
施
設
に
と
い
う
声

も
多
い
。

　

こ
の
間
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
施
設
整
備
の
た
め
に
臨
時
特
例

基
金
が
都
道
府
県
ご
と
に
積
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整
備
に
取
り
掛
か
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】施
設
を
設
置
す
れ
ば
料
金
が

増
え
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、待
機

者
の
う
ち
病
院
や
他
の
施
設
入
所
者

が
50
名
い
る
。ま
た
、介
護
度
の
低
い

待
機
者
も
い
て
、在
宅
で
切
羽
詰
ま
っ

た
待
機
者
は
多
く
な
い
。現
状
は
家

族
介
護
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
出

来
て
い
る
。

【
福
祉
課
長
】小
国
町
は
今
後
５
年
間

く
ら
い
で
高
齢
者
の
人
口
量
の
ピ
ー

【
町
長
】各
大
字
で
毎
年
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
る
。今
後
も
自
主
防
災

組
織
の
充
実
と
継
続
的
な
情
報
提
供

を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
っ
て

い
る
。積
極
的
な
活
用
を
！
ま
た
、国

道
の
情
報
案
内
板
も
活
用
す
べ
き
で

は
。

【
町
長
】秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

て
充
実
し
て
い
き
た
い
。

ク
を
迎
え
、そ
の
後
は
下
が
っ
て
い

く
。

問
現
に
待
機
者
が
い
て
、そ
の
人
達

は
今
も
高
い
介
護
保
険
料
を
払
い

な
が
ら
施
設
入
所
を
待
ち
望
ん
で
い

る
。年
金
で
賄
え
る
施
設
が
ほ
し
い

と
い
う
人
達
の
願
い
に
も
応
え
る
べ

き
だ
。

　

こ
の
間
、在
宅
介
護
に
つ
い
て
給

付
の
削
減
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

第
６
期
で
の
改
定
で
は
要
支
援
を
保

険
対
象
か
ら
外
す
事
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。町
内
の
お
年
寄
り
が
こ
れ

ま
で
通
り
の
介
護
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
。

【
町
長
】制
度
が
変
わ
っ
て
も
卒
な
く

対
応
し
て
い
く
事
、介
護
受
給
者
に

影
響
が
無
い
よ
う
な
体
制
を
と
考
え

て
い
る
。
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一般質問

結
婚
活
動
支
援
事
業
の
取
り
組
み

学
校
跡
地
の
有
効
活
用

若
者
の
声
を
町
政
に
活
か
し
希
望

あ
ふ
れ
る
町
づ
く
りへ

北
里  

勝
義

奴
留
湯  

哲
宣

り
を
し
て
ほ
し
い
。

【
町
長
】現
在
色
々
な
若
い
組
織
が
頑

張
っ
て
い
る
。足
り
な
い
部
分
が
あ
れ

ば
補
足
を
。

　

各
活
動
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
は
解

る
。各
組
織
の
横
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
も
ら
い
、人
材
の
発
掘
や
各
地

域
の
若
い
人
の
声
を
聞
く
場
を
設

け
、町
政
に
活
か
し
て
頂
き
た
い
。

問
小
国
町
が
結
婚
対
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
制
度
の
実
績
と
課
題
。ま
た
、

制
度
の
評
価
は
。

　

国
に
お
い
て
も
、結
婚
か
ら
育
児

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
打
ち
出

し
て
い
る
。少
子
化
対
策
や
若
者
定

住
対
策
の
観
点
か
ら
、結
婚
活
動
支

援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、町
の
考

え
は
。

【
住
民
課
長
】こ
の
制
度
は
、昭
和
63

年
度
か
ら
平
成
16
年
度
ま
で
17
年
間

実
施
し
て
お
り
、相
談
件
数
５
８
６

件
、お
見
合
い
件
数
２
０
３
件
と
な
っ

て
い
る
。一
定
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
と
思
う
が
、時
代
の
変
化
に
よ
り

情
報
共
有
化
の
難
し
さ
や
、対
象
者

の
高
齢
化
等
の
課
題
が
あ
る
。こ
れ
ら

の
課
題
や
実
績
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
。

【
町
長
】大
変
重
要
な
取
り
組
み
と

思
っ
て
お
り
、職
員
の
先
進
地
視
察
等

も
行
っ
て
い
る
。先
進
地
の
活
動
を
参

考
に
し
な
が
ら
結
婚
活
動
支
援
事
業

に
取
り
組
み
た
い
。

問
小
学
校
が
統
合
さ
れ
て
５
年
が

問
少
子
化
対
策
は
ま
ず
婚
活
か
ら
と

の
こ
と
で
、質
問
を
考
え
て
い
た
が
、

同
僚
議
員
よ
り
同
様
の
質
問
が
あ
っ

た
の
で
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
質
問

し
た
い
。

　

現
在
、公
園
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

遊
具
を
備
え
た
公
園
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、未
就
学
児
な
ど
遊
ぶ
場
所
が
な

い
。近
隣
の
市
町
村
を
見
る
と
、阿
蘇

市
な
ど
遊
び
場
に
遊
具
を
備
え
た
公

園
が
あ
り
、多
く
の
家
族
が
遊
ん
で

い
る
。小
国
町
に
も
遊
具
を
備
え
た

家
族
で
遊
べ
る
公
園
を
学
校
跡
地
と

か
北
里
の
河
川
公
園
な
ど
に
設
置
し

て
子
育
て
を
応
援
し
て
は
ど
う
か
。

町
内
で
も
多
く
の
人
が
希
望
し
て
い

る
。

【
町
長
】現
在
既
存
の
公
園
で
要
望
が

た
ま
に
あ
る
が
、く
つ
ろ
ぐ
場
所
と
し

て
利
用
し
て
い
る
し
、河
川
公
園
は
遊

具
を
置
か
な
い
公
園
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
現
在
の
と
こ
ろ

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問
若
い
人
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る

町
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
若
い
人
た

ち
の
声
を
町
政
へ
活
か
す
組
織
づ
く

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、学
校

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、福
祉
関
係

の
施
設
が
有
効
活
用
で
き
る
と
思
う

が
。現
在
の
活
用
状
況
は
。

【
総
務
課
長
】旧
万
成
小
は
、サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー「
ゆ
う
あ
い
」の
入
所
者
・

通
所
者
の
作
業
所
。旧
北
里
小
は
、民

間
企
業
に
よ
る
自
然
食
品
の
生
産
販

売
。旧
西
里
小
は
、崇
城
大
学
と
協
定

を
結
ん
で
お
り
、作
業
活
動
や
展
示

活
動
等
の
計
画
。旧
蓬
莱
小
は
、地
元

農
産
物
の
加
工
所
と
し
て
の
計
画
検

討
し
て
い
る
。

北里河川公園

旧万成小学校
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一般質問

地
縁
団
体
の
登
記
・
認
可

原
山  

光
成

問
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
後
に
譲

り
、認
可
地
縁
団
体
に
つ
い
て
お
尋

ね
を
す
る
。

　

小
国
町
内
は
高
齢
化
社
会
に
な

り
、組
と
か
各
地
域
は
公
民
館
と
か

山
林
な
ど
不
動
産
を
も
っ
て
い
る

が
、今
後
、そ
の
維
持
と
か
利
用
に
つ

い
て
頭
を
抱
え
て
い
る
。組
な
り
各

地
域
又
町
内
会
は
、民
法
の
権
利
能

力
の
無
い
団
体
に
あ
た
り
、そ
の
不

動
産
登
記
が
出
来
な
か
っ
た
。平
成

３
年
の
地
方
自
治
法
改
正
で
市
町
村

に
登
記
の
認
可
権
が
与
え
ら
れ
、組
・

町
内
会
が
認
可
地
縁
団
体
と
し
て
登

記
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、そ

の
概
要
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

【
総
務
課
長
】平
成
３
年
の
地
方
自

治
法
改
正
ま
で
は
、組
・
町
内
会
な
ど

で
所
有
す
る
不
動
産
等
は
、代
表
○

○
外
何
人
と
共
同
登
記
し
か
で
き
な

か
っ
た
。平
成
３
年
の
自
治
法
改
正
で

認
可
地
縁
団
体
に
な
れ
ば
団
体
名
で

登
記
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在

は
小
国
町
内
に
２
団
体
が
地
縁
団
体

の
登
記
を
し
て
い
る
。

問
地
縁
団
体
の
認
可
を
受
け
る
た
め

に
、何
を
地
縁
団
体
の
目
的
に
す
る

か
。加
入
率
は
ど
う
か
と
か
組
織
を

ど
う
作
る
か
な
ど
八
つ
の
大
事
な
規

約
要
件
が
あ
る
が
、こ
れ
ら
の
こ
と

は
、役
場
で
詳
し
く
相
談
に
の
っ
て

く
れ
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】こ
こ
で
は
詳
し
い
説
明

が
出
来
な
い
が
、今
ま
で
の
所
有
の
経

緯
と
か
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
違
う
の
で
役

場
に
認
可
の
相
談
に
来
て
頂
き
た
い
。わいた山　北里地区風景

▼平成24年度決算 財政健全化審査意見書

健全化判断比率 平成23年度 平成24年度 早期健全化基準 備　　考

実質赤字比率 ― ― 15.0

連結赤字比率 ― ― 20.0

実質公債費比率 13.3 12.8 25.0

将来負担比率 65.4 55.0 350.0

※実質赤字額・連結実質赤字額がない場合は、「―」を記載した。

■ 実質公債費比率とは
　町（地方公共団体）の収入に対する公債費（負債返済額）の割合 18％以上になると新たな借金をす

るためには、国や県の許可が必要になる。25％【早期健全化基準】になると新たな借金は制限される。

■ 将来負担比率とは
　一般会計等の借入金（地方債）や公営企業（水道事業等）、組合、設立法人等に対して将来支払う可

能性がある負債等の現時点残高を指標化し、将来、財政を圧迫する可能性の度合い地とする指標。

※上記説明は、概略を述べたもので、実際には複雑な計算式がある。
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【平成25年9月20日】

【平成25年10月28日〜29日】

　第３回定例会開催中の全員協議会にて協議された団体補助金の適正使用、また林道等の整備、現況調査を実際

に確かめ、検討するために小国町内の林道作業道路線 52 本中、32 本を視察しました。おおむね整備はされて

いるものの、林道と重なるスクールバス運行道について管理、地元負担の軽減、町道への格上げ等の意見があり、

今後の検討課題です。また、資

源循環型農業に基づき田原地区

に建設された堆肥舎を視察。食

品残渣を活用した堆肥づくりの

様子、今後の方針等を現地にて

検討し、今後も町内外に小国の

薬味野菜を広く情報発信し、農

業の活性化に結び付けていく必

要性を感じております。

　中国山地の真ん中、島根、岡山、広

島の 3 県に接し、日野川の源流に位

置する自然豊かな町、また小国町と同

じく林業の町でもある日南町を題材に

研修しました。議員発議による条例の

改正、新設等もあり、議会も活発に活

動されているところです。議会運営、

病院、空き家対策等、当町とも重なる

課題を持つ日南町の事例を勉強するこ

とは有意義な時間を過ごすこととなり

ました。

小国町内林道視察

議員研修参加報告 〜鳥取県日南町〜

【平成25年10月4日】
　「これからの議会の使命と議員の職

責」との演題にて新潟県立大学の田口

一博教授の講演。一例として上げた山

形県の小国町議会での高校生議会は現

職議員の質問に執行部役の高校生が答

弁するという珍しい形。地元の若者の

意見をしっかりと聞くことができ、ま

た地方自治を担う次世代の育成ができ

るいい取り組みであるとの評価が多数

でした。当町での子ども議会や今後の

町政の参考となる研修を終えることが

できました。

阿蘇郡議員研修会 〜阿蘇郡高森町〜
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シリーズ

わかりやすい議会わかりやすい議会わかりやすい議会わかりやすい議会

編 

集 

後 

記

　

毎
年
１
月
に
行
わ
れ
る
成

人
式
の
来
賓
席
に
選
挙
管
理

委
員
長
が
座
っ
て
い
る
事
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事

だ
と
思
い
ま
す
▼
今
号
で
は

請
願
権
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
参
政
権
で
一
番
大
事
な

権
利
は
選
挙
権
で
す
。
20
歳

に
な
り
晴
れ
て
選
挙
権
を
手

に
し
た
若
者
達
を
祝
福
し
て

い
る
の
で
す
▼
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
の
選
挙
で
は
、
国

政
、
地
方
選
挙
と
も
特
に
若

い
世
代
で
の
投
票
率
低
下
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
▼
若
者

が
選
挙
に
行
か
な
い
理
由
の

一
つ
に
「
政
治
家
が
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
い
か
ら
興
味
が
湧
か
な

い
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

▼
町
内
の
若
者･

学
生
の
み

な
さ
ん
に
も
本
紙
を
手
に
取

り
、
町
政
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。（
児
玉 　

智
博
）

委  

員  

長　
　

渡
邉 　

誠
次

副
委
員
長　
　

梅
木 　

隆
志

委　
　

員　
　

奴
留
湯 

哲
宣

児
玉 　

智
博

発
行
責
任
者

髙
村 　

祝
次

広
報
特
別
委
員
会

国民の権利  請願・陳情
　日本国憲法は、主権者である国民の意志を国や地方政治に表明して実現させるため

に、国や地方自治体の機関に対して要望を述べる権利を保障しています。それを『請願

権』といい、参政権の一翼を担っています。

　議会への請願・陳情は書面により議会の開会中、閉会中を問わず受け付けています。

◆ 誰でも出来る請願・陳情
　国民の権利である請願は、請願の意志があれば未成年者、その自治体外の住民を問わ

ず誰でも出来ます。また、会社組織などの法人や外国人にも認められています。

◆ 様々な事柄が請願・陳情出来る
　請願の対象となる事項は憲法に明示されています。

① 国、地方公共団体等の公権力の行使によって受けた損害の救済

② 公務員の罷免

③ 法律や政令、自治体の条例や規則などの制定、改廃の他、国や地方自治体の事務に

関する全ての事項

◆ 請願と陳情の違い
請願･･･1名以上の議員の紹介が必要になります。必ず議題として審議され、本会議で

採決されます。採決の結果は請願者に通知されます。

陳情･･･議員の紹介は必要ありません。審議するかどうかは議会運営委員会が判断し

ます。

小国町議会への請願や陳情については、議員または議会事務局におたずねください。
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